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警 タリスマスー色のマニラ
機 機 獲

クリスマスが近づいてきた。むか

し住んでいたフィリピンでは、スペ

ルの末尾に 「er」のつ く9月 から12

月がクリスマスという。12月にもな

れば、大 きなホテルや ビルでは、壁

一T師にイル ミネーシ ョンを取 り付 け

る。住宅地で も、信仰の深 さを競い

合 うように家 を飾 り立てる。街 じゅ

っが、デ イズニーラン ドのエ レク ト

リカルパ レー ドの雰囲気である。

イスラム教徒 もいるフィリピンだ

が、少な くとも12月のマニラの街は、

クリスマスー色になる。
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■ 宗教が多様な国、レバノン
|:苺,苺

'

一方で、宗教が多様な国もある。

レバノンは 「中束のスイス」と呼

ばれ、首都のベイルー トは 「中東の

パ リ」 と称されていた。 しかし1975

年に始まったレバノン内戦や最近起

きた紛争で疲弊 していった。内戦の

原因が宗教対立と言われるほど、確

執の根は深い。

数年前に訪ねたときに、耳にした

ことである。レバノンでは、キリス

ト教 とイスラム教の宗派を細か く数

えると18ほどになるようで、内閣の

閣僚は宗派のバランスを考えて選任

されるとのこと。また山道をたどる

と宗派ごとに集落を棲み分けていて、

異なる宗派の人と一緒にバスに乗 り

た くないから、通勤には自家用車を

利用する人が多いとも聞いた。
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1人 1人 が真摯 (しんし)に 宗教

と向き合 うことは同じでも、クリス

マスー色のマニラと、多様な宗教が

併存するベイルー トの間には、大き

な開きがある。

醸 鰊 鰺

鬱 多様な行事を皆で祝う
動 機 磯

ひるがえって、 日本はどんなもの

だろうか。

ある友人は、新車の購入をあえて

年末まで延ばl′、奥さまへのクリス

マスプレゼントにした。心配症の奥

さまは、交通安全のおはらいをしな

いことには落ち着かない。そこで奥

さま自ら新車に塩とお神酒をまいて、

お清めをしたそうである。帰宅後、

ことの顛末 (てんまつ)を 誇らしげ

に語る奥さまには何 も言えないまま、

ご主人はあわててガレージに向かい、

せっか くの新車が錆びてはいけない

と洗車したとのこと。

クリスマスプレゼントとおはらい

の合わせ技。ウソのような本当の話

だが、笑えない。

なぜなら多 くの日本人は、わずか

1週 間のあいだに、クリスマスを祝

い、お寺の除夜の鐘を聞き、神社に

初詣に出かける。多様な宗教行事を、

当然のように受け入れている。

機 最初は同じで、次第にバラエテイー
攀 鷲,議

一方で、 日本人には集団主義や協

調性 を求める面 もある。

先 日テ レビで、いたず らめいた実

験 を していた。何人かで居酒屋 に入
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